
~ 
（
名
称
）
木
公
は
真
宗
連
合
学
会
と
総
す
る
。

（
目
的
）
本
会
は
真
宗
に
関
係
あ
る
学
術
の
研
究
発
達
を
凶
る
を
も
っ
て
目
的
と
す
る
。

（
事
業
）
本
会
は
前
条
の
目
的
を
還
す
る
た
め
に
左
の
一
事
業
を
行
う
。

一
、
大
会
（
年
一
回
）

二
、
資
料
の
展
観
並
に
出
版

三
、
そ
の
他
必
要
な
事
業

（
会
員
）
真
宗
に
関
係
あ
る
学
術
団
体
、
及
び
研
究
者
並
に
本
会
の
趣
旨
に
賛
同
す
る

も
の
を
も
っ
て
会
員
と
す
る
。
会
員
は
別
に
定
め
る
会
費
を
納
め
る
も
の
と
す
。

（
役
員
）
本
会
に
は
左
の
役
員
を
お
く
。

て
理
事
長
一
名
理
事
中
よ
り
互
選
し
、
本
会
を
代
表
し
て
会
務
を
統
理
す
る
。

二
、
理
事
若
干
名
評
議
員
中
よ
り
、
互
選
し
、
会
務
を
処
理
す
る
。

三
、
評
議
員
若
手
名
会
員
よ
り
選
出
す
る
。

役
員
の
任
期
は
二
カ
年
と
す
る
。
但
し
重
任
を
妨
げ
な
い
。

（
顧
問
・
参
与
）
本
会
に
顧
問
及
び
参
与
を
お
く
。
顧
問
及
び
参
与
は
評
議
員
の
会
議

に
お
い
て
推
挙
す
る

Q

（
経
費
）
本
会
の
経
費
は
会
費
及
び
助
成
金
そ
の
他
の
収
入
に
よ
る
。

（
年
度
）
本
会
の
年
度
は
毎
年
四
月
一
日
に
始
り
翌
年
三
月
三
十
一
日
に
終
る
。

（
規
約
の
変
更
）
規
約
の
変
更
は
評
議
員
の
会
議
に
附
し
、
大
会
の
承
認
を
受
け
る
こ

と
を
要
す
る
。

附
則
こ
の
規
約
は
昭
和
二
十
九
日
午
十
一
月
十
四
日
よ
り
実
施
す
る
。

第
一
条

第
二
条

第
三
条

第
四
条

第
五
条

第
六
条

第
七
条

第
八
条

第
九
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